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特
と く し ゅ う

集
テーマ

地域共生応援大使

ふっころ

子どもや若者にとって、まちをより安全で、より良くしてくれるものは何でしょうか？

目標12を達成するために、世界の国々が合意したこと

一人あたりの、捨てられる食べ物の量を、世界全
体で半分にするよう、人も企業も取り組みます。

大企業が、責任を持ち、情報を公開し、環境にや
さしい活動を行うようにします。

人々が自然と調和した暮らしに関する知恵や知
識を得られるようにし、持続可能な生活習慣に
必要な情報や手段を提供します。

3R（リデュース：ごみを減らすこと、リユース：一度使って
捨てるのではなく何回か使うこと、リサイクル：もう一度資

源に生まれ変わらせること）を通して、廃棄物（不要に
なって捨てられたもの）を減らします。

国際的なルールにしたがって、空気や水、土をよ
ごさずに、有害な化学物質（自然に存在せず、人の手で
化学的につくられたもの）が管理されるようにします。

目標12  責任を持って生産し、消費すること
持続可能な方法で生産し、消費する

水や食べ物、木、エネルギーといった資源を無駄にしないよう、
毎日の生活であなたがちょっと工夫すればできることは何がありますか？

目標11を達成するために、世界の国々が合意したこと

すべての人が安全で住みやすい家や必要なサービ
スを得られるようにします。

環境を破壊せず、特に子どもや女性、弱い立場にあ
る人たちにとって、安全で使いやすい公共交通機
関（電車やバスなど）をつくります。

すべての地域が資源をうまく管理できるよう、また
気候変動（人間の活動によって、地球をあたためる二酸化炭
素などのガスが空気中にたくさん出てしまい、地球の気温が上

がることにより気候が変化すること）に対応できるように
支援します。

災害に強いまちと地域をつくります。

廃棄物（不要になって捨てられたもの）を管理し、また空
気をよごさないように気を付けます。

自分たちのまちをより良くするための話し合いや計
画づくりに、地域の人々が参加できるようにします。

世界の文化遺産（ある文化を共有する人々にとって大切で、
自分の子どもや孫に伝え、守っていきたいもの。建物や遺跡な

ど）、自然遺産（同じように守っていきたい、大切な自然、生き物
や環境）を守り、保護するために、ますます努力します。

目標11  持続可能なまちと地域社会
まちや人びとが住んでいるところを、だれもが受け入れられ、安全で、災害に強く、
持続可能な場所にする
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〒380-0846 長野市旭町1098  TEL.026-232-6994
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あなたのまちの
ボランティアセンターへ行
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〒380-0936 大字中御所字岡田98番地１　長野保健福祉事務所庁舎内
TEL.026-226-1882　FAX.026--227-0137

電子メール　  vcenter@nsyakyo.or.jp
ホームページ  http://www.nsyakyo.or.jp 
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会
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社
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どこにあ
るか

わからな
いひとは

こちらま
で！チャイルドライン

0120-99-7777フリー
ダイヤル

18歳
さい

までの子
こ

どもがかける「子
こ

ども専
せんよう

用の電
で ん わ

話」

困
こま

っているとき、悩
なや

んでいるとき、なんとなく

★ちょっといいにくいことでも、名
な ま え

前は言
い

わなくて

　いいので安
あんしん

心して話
はな

してください。

チャイルドラインはみなさんの赤
あ か

い羽
は ね

根共
き ょ う ど う ぼ き ん

同募金が役
や く

立
だ

てられています。

「だれかに「だれかに話話
はなはな

したい」 、そんなとき……したい」 、そんなとき……
気気
きき

軽軽
がるがる

にかけてください。にかけてください。

みんなに
カードが届

とど

くよ。
フリーダイヤルで

かけてね！

★お説
せっきょう

教はしません。

　どんなことでも、

　いっしょに考
かんが

えます。

http://www.nsyakyo.or.jp 
やまびこだよりは、長野県社会福祉協議会のホームページから
PDFファイルおよび音訳データとしてダウンロードできます。

まちづくりボランティアセンター
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校の取
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目標1  貧困をなくすこと

目標1を達成するために、世界の国々が合意したこと 目標2を達成するために、世界の国々が合意したこと

すべての人が、失業（仕事を失うこと）のような状態から守ら
れ、医者による診察など、必要なサービスを受けられる
ようにします。これは「社会的保護」と呼ばれ、特に最も貧
しく、弱い立場にある人たちを守り、支えるための仕組み
です。

貧しい人が、他の人と同じように、必要なサービスを受
けられ、仕事や土地を得られ、新しい技術を使ったり、
会社を作ったりすることが出来るようにするための政
策に、お金や人材などを使います。

災害など洪水や干ばつ（雨が降らないなどの理由で、土が乾き
きってしまい、農作物が育たなくなってしまうこと）といった気候
に関係する災害やその他の経済や社会、環境の突然の
変化などから、貧しい人が受ける被害や影響を減らし、
災害から立ち直る力を高めます。

子どもやお母さん、お年寄りのためのより良い取
り組みを行ったり、安全で栄養のある十分な食料
が1年中手に入るようにしたりすることで、栄養
不良（必要な栄養が取れない、または栄養のバランスがよくな
いことによって、不健康な状態になること）を無くします。

世界中の、あらゆる形の貧困を終わらせる

あらゆる形の貧困とは、お金がないだけではなく、教育や仕事や食料、水、病院、住むところなどの必要な物やサービ
スがない、あるいは受けられないことや、自分の意見を言えないなど、自分のもっている本当の力を十分に生かせな
いことも含まれます。

※

目標2  飢餓をなくすこと
飢餓（長い間食べられず、栄養が足りなくなること）をなくし、生きていくために必要な食料を安定して
手に入れることのできる権利を保障し、栄養状態を良くして、持続可能な農業を進める

なぜこの目標は子どもや若者にとって大事なのでしょうか？
すべての子どもが、健康に成長していくのに十分な量の、栄養のある食事をするた
めに、何ができるでしょうか？
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干ばつ（雨が降らないなどの理由で、土が乾ききってしま
い、農作物が育たなくなってしまうこと）や洪水、その他
の災害を予防します。

かん

こうずい

ふ かわ

種や作物、家畜の多様性（様々に異なる種類が幅広く存在
すること）を守ります。そして、これらの資源から得
られた恵みを公平に分け合います。

かちく

めぐ

こと はばひろ そんざいたようせい

しげん

農業の生産量を増やし、小さい農家（特に女性や少
数民族）の収入を増やします。その際、環境を壊さ
ないようにし、それぞれの地域の生物多様性（たく
さんの種類の生き物が複雑に関わり合い、様々な環境に合わせ

て生きていること）や資源を守るよう気を付けます。

しゅうにゅう かんきょう

かんきょう

ちいき せいぶつ たようせい

こわ

ひんこん

しんさつ

せい

さく

こうずい

きこう

けいざい かんきょう

ひがい えいきょう

わかもの

とつぜん

かん

よ

ふく

ふ

ひんこん

トピックス

AG
ガ ノ

ANO S
エスディージーズ

D G s P
プ ロ ジ ェ ク ト

ROJECT は、長
な が の け ん

野県内
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の学
が っ こ う
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か い

社
し ゃ

、役
や く し ょ
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し

民
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　プロジェクトでは、S
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子
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やイン
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が っ こ う

校では、S
エスディージーズ

DGs を学
ま な

び考
かんが

える
授業をしています。そこで学

ま な

んだことを、私
わたし

たちのできること
は何
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か考
かんが

え、それに取
と

り組
く

んでいくことも大
た い せ つ

切なことです。
　S

エスディージーズ

DGs ポスター作
づ く

りでは、これからの一
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ひ と り
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と

り組
く

みな
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えかけるメッセージ
を考

かんが

えました。

茅
ち の し

野市立
りつ
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えいめい

明中
ちゅうがっこう

学校3年
ねん

菅
すがわら

原 史
ふ み か

香 さん

町
まち

を大
たいせつ

切にしてほしいという
想
おも

いをこめました。

信
しんしゅうだいがく

州大学教
っきょういくがくぶ

育学部附
ふ ぞ く

属長
な が の

野中
ちゅうがっこう
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はん
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しい感
かん

じになるように周
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ぬ
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調させました。
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ふ

み台
だい

」を作
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　また、今
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目
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となる

「アートデザインクラブ」の

講
こ う

座
ざ

では、毎
ま い と し

年多
お お

くの依
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頼
ら い

をいただいています。村
そ ん え い

営図
と

書
し ょ

館
か ん
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そうしょく

飾、道
み ち

の駅
え き

オリジナルの缶バッジ、保
ほ

育
い く

園
え ん

前
ま え

の飛
と

び出
だ

し注
ちゅう

意
い

の看
か ん ば ん

板、デイサービス外
が い へ き

壁のタイルアー

トなど、生
せい

徒
と

がデザインしたものがかたちとなっています。

　面
め ん

と向
む

かい手
て

を取
と
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あ

って活
k つ ど う

動することが難
むずか

しい状
じょう

況
きょう

の中
な か

で、住
す

みやすく暮
く

らしやすい村にしていくために、

地
ち

域
い き

の一
い ち い ん

員としてできることを考
かんが

え、地
ち

域
い き

との関
か k

わりを

大
た い せ つ

切にしながら、かたちにしていきたいと思
お も

います。

木
き

住
じゅうみん

民からの依
い

頼
ら い

を受
う

けた花
か

壇
だ ん

整
せ い

備
び

牛
ぎゅうにゅう

乳パックと新
し ん ぶ ん

聞紙
し

で作
つ く

った高
こ う れ い し ゃ よ う

齢者用踏
ふ

み台
だ い

学
がくしゅう

習支
し せ ん

援ボランテイア生
せ い と

徒の片
かた

付
づ

け活
かつどう

動

ボランテイアの方
かたがた

々の清
せいそう

掃活
かつどう

動

　
　令

れいわがんねん

和元年（2019年
ねん

）10月
がつ

、台
たいふう

風第
だい

19号
ごう

の大
おおあめ

雨で千
ち く ま

曲川
がわ

が決
けっかい

壊し、東
とうほく

北中
ちゅう

学
がっこう

校の
校
こう

舎
しゃ

内
ない

には泥
どろ

がたまり、授
じゅぎょう

業ができなくな
りました。2週

しゅうかん

間ほど学
がっこう

校は休
きゅうこう

校し、10月
がつ

下
げ

旬
じゅん

には授
じゅぎょう

業を再
さいかい

開しました。

　
　学

がっこう

校のＯ
オービー

Ｂの皆
みな

さんや地
ち

域
いき

の方
かた

、ボ
ランティアや自

じ

衛
えいたい

隊など多
おお

くの人
ひと

たち
が片

かた

付
づ

けに力
ちから

を貸
か

してくれました。地
じ

元
もと

大
だいがく

学の学
がくせい

生さんは学
がくしゅう

習支
し

援
えん

のボラ
ンティアとして関

かか

わってくれました。多
おお

くの人
ひと

のつながりと協
きょうりょく

力に感
かんしゃ

謝してい
ます。

　これらの教
きょうくん

訓は、特
とくべつ

別なものとしてでは
なく普

ふ

段
だん

からの行
おこな

いとして身
み

につき、災
さいがい

害
に対

たい

しての心
こころ

構
がま

えや現
げんざい

在のコロナの感
かんせん

染
症

しょう

対
たい

策
さく

の中
なか

でも活
い

かされています。
　また、こうした経

けいけん

験により、自
みずか

ら取
と

り組
く

む 学
がくしゅう

習 の力
ちから

がつき、自
じ ぶ ん

分のできることや
得
とく

意
い

な分
ぶん

野
や

を活
い

かし、学
がっこう

校や地
ち い き

域活
かつどう

動に取
と

り組
く

む姿
し

勢
せい

が身
み

についたと思
おも

います。

校
こうしゃ

舎1階
かい

部
ぶ ぶ ん

分は床
ゆかした

下や壁
かべ

の部
ぶ ぶ ん

分に水
みず

や泥
どろ

が入
はい

り、取
と

り替
か

え
工
こう

事
じ

を行
おこな

うことになりました。
約
やく

１年
ねん

が経
けい

過
か

した令
れ い わ

和2年
ねん

9月
がつ

に学
がっこう

校の修
しゅうぜん

繕が完
かんりょう

了しました。

　
　休

やす

みの間
あいだ

、生
せい

徒
と

たちは自
じ し ゅ

主学
がくしゅう

習を進
すす

め
たり、自

じ ぶ ん

分のできることで片
かた

付
づ

けを手
て

伝
つだ

う
生
せい

徒
と

もいました。学
がっこう

校再
さいかい

開後
ご

は、校
こう

舎
しゃ

の
修
しゅうぜん

繕をしながらの授
じゅぎょう

業となり、マスク着
ちゃく

用
よう

や手
て

洗
あら

いなどが習
しゅうかん

慣となりました。

被
ひ さ い

災後
ご

初
はつとうこう

登校での全
ぜんこう

校集
しゅうかい

会

保
ほ け ん し つ

健室の様
よ う す

子被
ひ さ い

災直
ちょくご

後の生
せ い と

徒昇
しょうこうぐちまえ

降口前の様
よ う す

子

友
と も

だちと
遊
あ そ

んで
過

す

ごせます

夢夢
ゆ めゆ め

かなえかなえ食食
し ょ く ど うし ょ く ど う

堂堂  （（飯飯
い い だ しい い だ し

田市田市））

古古
ふ る さ とふ る さ と

里里こどもカフェこどもカフェ

だがしやだがしやGG
ジ ージ ー

  （（中中
な か の しな か の し

野野市市））

こどもこども食食
し ょ くし ょ く

堂堂
ど うど う

はは

みんなのみんなの居居
いい

場場
ばば

所所
し ょし ょ

ですです
「週

しゅうまつ

末のご飯
はん

はボク一
ひ と り

人なんだ」
「お母

かあ

さんがお仕
し

事
ごと

の日
ひ

はお弁
べんとう

当を買
か

って食
た

べるの」
そんなとき、助

たす

けてくれるのが「こども食
しょくどう

堂」です。
栄
えいようまんてん

養満点のあたたかいご飯
はん

を作
つく

って迎
むか

えてくれるのは、
近
きんじょ

所のおじさんやおばさん、お姉
ねえ

さん、お兄
にい

さんたち。
子
こ

ども一
ひ と り

人でも入
はい

れるので、気
き

軽
がる

に立
た

ち寄
よ

ってね。

おなか
いっぱい
食

た

べてね

ごはんが
食

た

べられます

悩
な や

みや相
そ う だ ん

談を
話
は な

せます

今
いま

は、お弁
べんとう

当を週
しゅうまつ

末に配
くば

っています。
お兄

にい

さんやお姉
ねえ

さんとも仲
なか

良
よ

くなれます。
夕
ゆうがた

方には、自
じしゅう

習スペースとして使
つか

えます。

まちのまちの駅駅
え きえ き

ふじや ふじや （（箕箕
み の わ ま ちみ の わ ま ち

輪町輪町））

パソコンやタブレットを使
つか

って、
離
はな

れたところでも友
とも

だちや先
せんせい

生と
学
がくしゅう

習時
じ

間
かん

を共
きょうゆう

有できます。
自
じ

習
しゅう

中
ちゅう

でわからないとき、
聞
き

くことができます。

オンライ
ン

子子
ここ

どものどもの居居
いい

場場
ばば

所所
し ょし ょ

＠＠バーチャルバーチャル  （（長長
な が のな が の

野野市市
しし

））

公民館
・児童館こう　

　みん
　　かん

　　　　じ　　　どう　　かん

おむすびおむすび会会
か いか い

  （（安安
あ ず み のあ ず み の

曇野曇野市市
しし

））

木島平こどもカフェ木島平こどもカフェ

●地
ち

域
い き

食
しょく

堂
ど う

●こどもカフェ
●みんな食

しょく

堂
ど う

などなど

勉
べ ん き ょ う

強したり遊
あ そ

んだり食
しょく

事
じ

もできる

こども食
しょく

堂
ど う

では

こども食
しょくどう

堂は
いろいろな

呼
よ

び名
な

があるよ

普
ふ

段
だん

はお店
みせ

ですが、
週
しゅうまつ

末やお店
みせ

が休
やす

みの時
とき

に
こども食

しょく

堂
どう

になります。
みんなで食

しょく

事
じ

を作
つく

ることも
あります。

近所のお店　　
　きん

　じょ　
　　　　　　　みせ　

商店街
のお店しょう

　  て
ん　　

がい　　　
　　　　　　みせ

まちの人
ひと

たちが、
野
や

菜
さい

など持
も

ってきて
協
きょうりょく

力してくれています。

「おいしい！」「 楽しい！」
と言ってもらえるように

メニューをいつも
考えています。

みんなが
やりたい計

けいかく

画があれば、
大
お と な

人も一
いっしょ

緒に
楽
たの

しみます。

こども食
しょくどう

堂に行
い

ったら、

感
か ん せ ん

染予
よ

防
ぼ う

！

まちのいろんな
人
ひ と

に会
あ

えます

こども食
しょくどう

堂の
お誘

さそ

いは、
チラシや掲

けい

示
じ

板
ばん

を
見
み

てみよう

ちょっとでも
顔
かお

を見
み

て会
あ

えると
ホッとしますね

おじいちゃん
おばあちゃんも
やって来

き

ます

絆
きずな

・思
お も

いやり・お互
た が

いさ
まをテーマにデザイン
したタイルアート

四
よ

つ葉
ば

の
クローバーは、
幸
こうふく

福や幸
しあわ

せを
形
かた

どりました

元
げん

気
き

かな？
一
ひ と り

人で悩
なや

まないで
声
こえ

かけてね

宿
しゅく

題
だ い

や勉
べ ん

強
きょう

が
できます

夕
ゆうがた

方まで開
あ

いています。
おやつを食

た

べながら、
過
す

ごせます。

学
がっこう

校やおうちの近
ちか

くにあります。
週
しゅうまつ

末などにこども食
しょく

堂
どう

が開
ひら

かれます。
家
か

族
ぞく

や友
とも

だちと
ご飯

はん

を食
た

べることができます。

出張 お
届け しゅ

っ  ち
ょう　

　　　　　
　  とど

集
あつ

まることが難
むず

しい時
じ き

期、
みんなの近

ちか

くでお弁
べんとう

当と
メッセージをお届

とど

けしています。

島
じ ま

平
だいら

中
ちゅう

学
が っ こ う

校では、総
そ う ご う て き

合的な学
がくしゅう

習の時
じ

間
か ん

の一
い っ か ん

環として「輝
かがや

け！木
き

島
じ ま

平
だいら

未
み

来
ら い

塾
じゅく

」

の活
か つ

動
ど う

が始
は じ

まり6年
ね ん

目
め

を迎
む か

えています。今
こ ん

年
ね ん

度
ど

は、

2 ・3年
ね ん

生
せ い

が7つの講
こ う

座
ざ

に分
わ

かれ、地
ち

域
い き

のもの・

ひと・こととつながりながら学
がくしゅう

習を深
ふ か

めてきました。

　「地
ち

域
い き

のお困
こ ま

り解
かいしょうたい

消隊」（通
つうしょう

称：OK 隊
た い

）の講
こ う

座
ざ

では、 村
そ ん

民
み ん

の方
か た が た

々の困
こ ま

っていることを公
こ う

募
ぼ

し、隊
た い

員
い ん

が現
げ ん

地
ち

に足
あ し

を

運
は こ

んで様
さ ま ざ ま

々な活
か つ ど う

動を 行
おこな

いました。昨
さ く

年
ね ん

度
ど

までは、キャ

ンプイベントのスタッフ、沿
え ん ど う

道の花
か

壇
だ ん

への花
は な

植
う

え、高
こ う れ い

齢

者
し ゃ

のお宅
た く

の庭
に わ

の草
く さ

取
と

り、農
の う

家
か

のお手
て

伝
つ だ

いなどなど、村
そ ん

民
み ん

の方
か た

とふれあいながら活
か つ

動
ど う

を行
おこな

ってきました。

　今
こ ん

年
ね ん

度
ど

はコロナ禍
か

の 状
じょうきょう

況下
か

で自
じ

分
ぶん

たちにできること

みんなが
大
お お

きくなって
いくのを見

み

るのも
楽
た の

しみだよ

元
げ ん き

気なあいさつに、
パワーをもらうね！

手
て

洗
あ ら

い・うがいはしっかりと！
からだや気

き

持
も

ち・調
ちょう

子
し

が悪
わ る

い時
と き

は
まわりの大

お と な

人に
相
そ う だ ん

談しましょう。
新型コロナウイルス対策緊急プロジェクト特設ページ
むすびえ  NPO法人 全国こども食堂支援センター 
musubie.org

普段の行いが災害を乗り越える力に普段の行いが災害を乗り越える力に令令
れ いれ い

和和
わわ

元元
が ん ね んが ん ね ん

年年
東東
ひ が し に ほ んひ が し に ほ ん

日本日本台台
た い ふ う さ い が いた い ふ う さ い が い

風災害風災害

私私
わたしわたし

たちのたちの学学
がっこうがっこう

校校では、では、
こんなこんな活活

かつどうかつどう

動動をしています。をしています。

　　　　
今
こんかい

回は、目
もくひょう

標1「貧困をなくすこと」目
もくひょう

標12「責任を持って生産し、消費すること」
について紹

しょうかい

介します。

持
じ

続
ぞ く

可
か

能
の う

な開
か い は つ

発目
も く

標
ひょう

私
わたし

たちができること

出典:セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
　　ハンドブック『私たちが目指す世界　子どものための「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」』日本語版

こども食
し ょ く

堂
ど う

にようこそ！


